
 2026年総合安全要請 I. グランドハンドリング
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要請事項 要請理由 備考

I01 1 東京国際空港 HP -
継

続

A TWY上のA3、A4、A6、A9への進入箇所、L

TWY上のL3、L4、L6、L9への進入箇所に路

面表示を施すこと

トーイングカーが頻繁に通過する誘導路における誤進入が多発している事案を受け、A TWY からA3、A4、A6、

A9方面及び、L TWY からL3、L4、L6、L9方面に路面表示を施すこと。航空機と比べてトーイングカーは高さが

低く,特に夜間の場合は暗くて視認が困難である為、伸びた雑草が誘導案内灯の表示の視認を妨げ、誤侵入し

そうになるヒヤリハットの報告がある。日頃からこの付近の草刈りを特に重点的に実施していただきたいが、合

わせて路面表示を設置することで、誘導案内灯が見えない状態になった場合の代替手段にもなる。なお、路面

表示の表記方法は、誘導路名と矢印は左右に併記するのではなく、前後方向が望ましい（手前に誘導路名、

奥に矢印。参考：成田国際空港における路面表記）。

継続要請

I01 2 東京国際空港 空 -
継

続

増設される第一ターミナル（30番台付近）及

び第二ターミナル（400番台付近）エリアに、

各社共用で使用出来るランプサイド休憩所

を新設すること

便間に風雨や気温差を凌げるだけでなく、夏場の熱中症対策や落雷発生時の緊急避難場所としての役割を

担うことが出来る共用休憩所の新設は必須である。

・福岡空港では2025年1月から16番SPOT付近のランプサイドに休憩所を新設、成田空港では夏場限定（8月～

9月）でコンテナトレーラーハウスを設置して熱中症対策に役立てているなど、民間管理空港において対策が講

じられていることを参考に、東京国際空港でも対策をお願いしたい。

継続要請

I02 1 大阪国際空港 空 -
継

続

大阪国際空港で施設改修に伴う空きスペー

スに南側は第1フィンガー、北側は第4フィン

ガーに各社共用で使用出来るランプサイド

休憩所を新設すること

作業前後の待ち時間に風雨や気温差をしのげることや、夏場の熱中症対策及び落雷発生時の緊急避難場所

としての役割も担える。

・福岡空港及び成田空港に於いてはランプサイド休憩所の新設、夏場限定のコンテナトレーラーハウスを設置

して熱中症対策に役立てている。

2025年度より

要請

I02 2 大阪国際空港 空 -
継

続

空港制限区域内におけるスムーズな救急車

乗り入れのあり方について

従来より救急車の搬入は企業での取り扱いとされ、スムーズな傷病者の搬送となり辛く、無駄に時間をロスし

て搬送が遅れる事態が見受けられる。傷病者救済を優先するならば、企業に対し速やかな制限区域内への救

急車搬入となるよう指導と許可を徹底願いたい。

2025年度より

要請


